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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

生涯学習！
令和８年度　高齢者学級『どんぐり』開講式

　

４
月
21
日
に
、
高
齢
者
学
級

「
ど
ん
ぐ
り
」
の
開
講
式
が
あ
り
、

今
年
度
は
15
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
」
で
は
高
齢
者
の

教
養
を
高
め
、
健
康
で
心
豊
か

な
生
き
が
い
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
施
設
見
学

や
体
操
教
室
、
調
理
実
習
な
ど

１
年
間
を
通
し
て
様
々
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し
ま
す
。

　

式
の
あ
と
は
、
俳
句
に
つ
い

て
学
び
、
受
講
生
そ
れ
ぞ
れ
が

詠
ん
だ
句
を
お
互
い
に
紹
介
し

合
い
ま
し
た
。

長年の功績が評価され
梶原正洋さん旭日単光章を受章

　

梶
原
正
洋
さ
ん
（
平
鍋
）
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

梶
原
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
４
月

１
日
に
中
種
子
町
役
場
に
入
庁

し
、
平
成
６
年
６
月
１
日
ま
で
の

22
年
２
ヶ
月
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
７
年
４
月
30
日
か
ら

中
種
子
町
議
会
議
員
と
し
て
４
期

15
年
８
ヶ
月
を
務
め
ら
れ
、
長
年

の
功
績
が
地
方
自
治
功
労
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
席
期
間
中
は
、
経
済
建
設

常
任
委
員
会
委
員
長
や
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
町
政
発
展
に
大
い

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鹿児島中種子会総会・親睦会
約 100 名の出郷者が参加

　

４
月
25
日
に
、
温
泉
ホ
テ
ル

中
原
別
荘
に
て
、
令
和
８
年
度

鹿
児
島
中
種
子
会
総
会
・
親
睦

会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
決

算
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
睦

会
で
は
、
旧
友
な
ど
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
種
子
島
弁
が
飛

び
交
い
、
会
話
が
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
で
町
民

歌
斉
唱
を
行
う
な
ど
故
郷
の
雰

囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

５・６年生がさとうきびの植付け体験

増田小学校

　

４
月
24
日
に
、
増
田
小
学
校

の
５
・
６
年
生
が
さ
と
う
き
び

の
植
付
け
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
八
木
力
雄
さ
ん
（
古

房
）
を
講
師
に
迎
え
、
さ
と
う

き
び
の
植
え
方
や
育
て
方
な
ど

を
教
わ
り
、
児
童
た
ち
は
、
基

幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
さ
と
う
き
び
は
、

来
年
１
月
末
に
実
施
す
る
黒
糖

作
り
の
原
料
と
し
て
使
用
す
る

予
定
で
す
。
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初
め
ま
し
て
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鈴
木
雅

也
（
す
ず
き
ま
さ
や
）
で
す
。
今
月
号
は
私
が
担

当
し
ま
す
。（
前
月
号
は
、
妻
で
あ
る
鈴
木
花
奈

の
協
力
隊
通
信
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。）

　

私
の
前
職
で
す
が
、
埼
玉
県
の
地
方
公
共
団
体

で
９
年
間
、
行
政
職
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

福
祉
や
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
業
務
に
従
事
し
て
お

り
、
特
に
仕
事
に
不
満
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
定

年
ま
で
こ
の
職
場
で
働
く
の
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
移
住
を
決
断
し
、
今
中
種
子
町
に

住
ん
で
い
る
の
は
妻
の
お
か
げ
で
す
。
妻
と
は
、

い
つ
か
移
住
を
し
た
い
と
ぼ
ん
や
り
と
話
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
は
ず
っ
と
先
の
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
、
妻
と
将
来

に
つ
い
て
話
し
て
い
る
と
き
に
、
妻
が
「
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
保
証
は
な
い
。
い
つ
か
移

住
の
夢
が
叶
っ
て
も
、
身
体
が
元
気
じ
ゃ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
行
く
な
ら
今
し
か
な
い
。」
と

畳
み
掛
け
て
き
ま
し
た
。
私
は
妙
に
納
得
し
、
思

い
切
っ
て
仕
事
を
辞
め
て
、
移
住
を
決
断
し
た
の

で
し
た
。（
そ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
妻
は
移
住
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
…
）

　

さ
て
、
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
農
林
水
産
課
で
「
農
林
漁

業
を
始
め
る
人
を
増
や
す
た
め
の
広
報
」「
六
次

産
業
化
の
推
進
支
援
・
商
品
広
報
」
等
を
Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど
で
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
こ
の
「
農
林
水
産
業
」
×
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
」
の
発
信
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

理
由
は
２
つ
あ
り
、
１
つ
目
は
、
今
ま
で
農
林
水

産
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
と
て
も
勉

強
に
な
る
か
ら
で
す
。
２
つ
目
は
、
農
林
水
産
業

の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
継
続
的
に
発
信
し
て
い
る
例

は
ま
だ
多
く
な
く
、
工
夫
の
し
が
い
が
あ
る
か
ら

で
す
。（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
ら
勉
強
中
で
す
が
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。）

　

着
任
し
て
か
ら
早
く
も
１
ヵ
月
が
経
ち
、
４
月

に
納
官
小
学
校
で
田
植
え
体
験
を
し
た
稲
が
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。
関
東
に
い
る
と
き
は
気

に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
光
景
が
、
今
で
は
と
て

も
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

「
農
林
水
産
」
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
が

幸
せ
で
す
。

　

今
後
、
皆
さ
ま
の
も
と
に
取
材
な
ど
で
お
邪
魔

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
中
種
子
町
を
よ
り
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 112）　
就任のあいさつ　鈴木　雅也

性別 頭数 ４月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 66 715,621 687,686 27,935 196,994

去　勢 80 821,288 800,602 20,686 167,496

計 146 773,521 754,913 18,608 188,407

市場

全体

めす牛 196 725,566 688,905 36,661 201,622

去　勢 231 837,281 803,293 33,988 182,304

計 427 786,002 750,336 35,666 192,982

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
４
月
21
日
に

種
子
島
家
畜
市
場
で
あ
り
、
平
均
落
札
額

は
78
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平均落札額 78 万６千円
種子島子牛せり市
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　各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ　

２
０
２
５
年
度
第
５
回

鹿
児
島
県
陸
上
競
技
記
録
会

　
（
３
月
14
日　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
男
子
中
高
一
般
３
０
０
０
ｍ

　

第
４
位　

濵
脇　

遼
真
（
阿
曽
）

　

記
録
９
分
05
秒
61

▽
中
学
女
子
80
ｍ
Ｈ

　

第
４
位　

八
汐　

璃
桜
（
屋
久
津
）

　

記
録
13
秒
84

２
０
２
６
年
度
第
２
回

鹿
児
島
県
陸
上
競
技
記
録
会

　
（
４
月
25
日　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
中
学
男
子
１
５
０
０
ｍ

　

第
２
位　

濵
脇　

遼
真
（
阿
曽
）

  

記
録
４
分
13
秒
41

▽
中
学
女
子
８
０
０
ｍ

　

第
７
位　

進
藤　

妃
弥
呼
（
畠
田
）

　

記
録
２
分
26
秒
95

▽
中
学
女
子
80
ｍ
Ｈ

　

第
６
位　

八
汐　

璃
桜
（
屋
久
津
）

　

記
録
13
秒
21

２
０
２
６
年
度
第
３
回

鹿
児
島
県
陸
上
競
技
記
録
会

　
（
５
月
３
日　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
男
子
少
年
Ｂ
３
０
０
０
ｍ

　

第
４
位　

濵
脇　

遼
真
（
阿
曽
）

　

記
録
８
分
54
秒
99

令和８年度ウミガメ保護監視員について
◎お問い合わせ先　町民課環境衛生係☎㉗ 1111 内線 201

　

本
年
度
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
に
、
春
田

守
さ
ん
（
平
鍋
）、
春
田
文
博
さ
ん
（
平
鍋
）、

髙
橋
麻
子
さ
ん
（
美
座
）、
水
谷
志
津
江
さ
ん

（
旭
町
）
の
４
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
５
月

１
日
か
ら
８
月
31
日
の
期
間
、
長
浜
海
岸
一
帯

の
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
・
監
視
に
あ
た
り
ま
す
。

■
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
か
ら
の
お
願
い

　

４
月
下
旬
か
ら
８
月
頃
ま
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
上
陸
、
産
卵
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
許
可
無

く
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
や
卵
の
採
取
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
光
や
音
に
敏
感

で
す
。
暗
く
な
っ
た
海
岸
で
騒
い
だ
り
、
光
を

照
ら
し
た
り
、
脅
か
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
産
卵
中
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
絶
対
に
近

づ
い
た
り
、
触
れ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

春田文博さん春田文博さん　　　　春田守さん春田守さん

令和８年度春の農作業事故ゼロ運動スローガン
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係☎㉗ 1111 内線 209

　

県
で
は
、
農
繁
期
で
あ
る
４
月
か

ら
６
月
を
「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ

運
動
」
の
実
施
期
間
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒

や
作
業
機
へ
の
巻
き
込
ま
れ
に
よ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
左
記
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
安
全
対
策

～
徹
底
し
よ
う
！
農
業
機
械
の
転

落
・
転
倒
・
巻
き
込
ま
れ
対
策
と
熱

中
症
対
策
」

◯
詰
ま
り
や
作
業
機
の
停
止
な
ど
ト

　

ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
、
エ
ン
ジ
ン

　

を
止
め
て
対
処
し
よ
う

◯
周
囲
で
作
業
さ
れ
て
い
る
方
に　

　
「
声
か
け
」
を
実
施
し
よ
う

◯
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
を
行

　

い
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
う
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令和８年度熊野海水浴場監視員および自然レクリエーション村管
理員を募集します！！
◎お問い合わせ先　企画課商工観光係☎㉗ 1111 内線 301

　

熊
野
海
水
浴
場
監
視
員
と
自
然
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
村
管
理
員
と
し
て
従
事
す
る
会
計
年
度
任

用
職
員
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

　

監
視
員
４
人
（
常
時
３
人
体
制
）、
管
理
員
１
人

■
勤
務
期
間　

　

７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
月
）

■
勤
務
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
賃　

金　

　

監
視
員
・
管
理
員　

日
給
９
，
３
２
３
円

■
申
込
方
法　

　

申
込
書
を
ご
記
入
の
上
、
企
画
課
ま
で
提
出
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
申
込
書
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
企

　

画
課
で
受
取
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

　

５
月
25
日
（
月
）
～
６
月
５
日
（
金
）

【
海
の
家
出
店
者
募
集
】

　

熊
野
海
水
浴
場
開
設
に
伴
い
海
の
家
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
出
店
期
間　

　

７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
月
）

■
出
店
場
所　

　

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
入
り
口

　

駐
車
場
敷
地
内

■
申
込
み
期
間　

　

５
月
25
日
（
月
）
～
６
月
５
日
（
金
）

※
出
店
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税・保険料の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236
　　　　　　　　　地域福祉課介護保険係　内線 293　町民課高齢者医療係　内線 289

　

６
月
は
左
表
の
税
・
保
険
料
の

納
付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手

数
料
の
ほ
か
、
延
滞
金
も
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
す

で
に
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
分
に
つ

い
て
も
、
お
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
県
民
税
お
よ
び
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
６
月
上

旬
に
発
送
予
定
で
す
。

税・保険料 期別 納付期限

町県民税（住民税） １期

６月 30 日（火）
固定資産税 １期

介護保険料 ２期

後期高齢者医療保険料 ２期

自然レクリエーション村キャンプ場一部利用休止について
◎お問い合わせ先　企画課商工観光係☎㉗ 1111 内線 301　

　

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
村
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、

利
用
環
境
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
第
二
管
理
棟

の
新
築
工
事
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
工
事
期
間
中
の

安
全
確
保
の
た
め
令
和
８

年
９
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
一
部
施
設

（
キ
ャ
ン
プ
場
・
ロ
グ
キ
ャ

ビ
ン
）
の
利
用
を
休
止
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
管
理

棟
に
つ
い
て
は
利
用
可
能

で
す
（
年
末
年
始
は
除

く
）。
ま
た
、
令
和
９
年

１
月
以
降
の
施
設
利
用
に

つ
い
て
は
、
工
事
の
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
て
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

お口元気歯ッピー健診
◎お問い合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合 業務課 保健事業班 ☎ 099-206-1329
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係　☎㉗ 1111 内線 289

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
、
今
年
度

中
に
76
歳
、
78
歳
、
80
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
口
腔
健
診
（
お
口

元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）
を
実

施
し
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、
全
身
の
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
期
に
な
る
ほ

ど
、
お
口
の
機
能
は
低
下
し

て
い
き
や
す
い
も
の
で
す
。

こ
の
健
診
は
、
む
し
歯
や
歯

周
病
だ
け
で
な
く
、
お
口
の

機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
、
肺
炎
予

防
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
の
で
、
定
期
的
に
歯
科
治

療
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
義

歯
（
入
れ
歯
な
ど
）
を
使
用

中
の
方
も
受
診
い
た
だ
け
ま

す
。 

　

対
象
者
に
は
６
月
１
日
以

降
に
到
着
す
る
よ
う
に
受
診

券
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
県
内
の
歯
科
医
療
機
関

へ
受
診
可
能
か
問
い
合
わ

せ
、
予
約
の
上
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　【
健
診
期
間
】

　

令
和
８
年
６
月
１
日
（
月
）

～
令
和
９
年
１
月
31
日
（
日
）

【
健 

診 

料
】

　

無
料

【
対 
象 

者
】

◯
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
る
方
（
昭
和
25
年
４

月
１
日
～
昭
和
26
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
） 

◯
今
年
度
78
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
る
方
（
昭
和
23
年
４

月
１
日
～
昭
和
24
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
） 

◯
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
る
方
（
昭
和
21
年
４

月
１
日
～
昭
和
22
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

農業用施設などの維持管理と点検記録の整理について
◎お問い合わせ先　農林水産課農業土木係☎㉗ 1111 内線 234・240

　

本
町
で
は
、
異
常
な
自
然
現
象

に
よ
っ
て
農
業
用
施
設
（
農
道
・

水
路
な
ど
）
が
被
災
し
た
と
き
、

農
林
水
産
省
所
管
の
国
庫
補
助
事

業
で
施
設
を
復
旧
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
る

農
業
用
施
設
は
、
日
頃
か
ら
の
適

正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
と
お
り
各
施
設
の
維
持
管
理

と
点
検
記
録
の
整
理
を
お
願
い
し

ま
す
。（
維
持
管
理
を
怠
っ
た
こ

と
が
原
因
で
生
じ
た
と
認
め
ら
れ

る
災
害
は
、
災
害
復
旧
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

■
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

除
草
作
業
の
み
で
は
維
持
管
理

不
足
と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
災
害
発
生
要
因
と
な
る
水
路
・

側
溝
な
ど
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
、

補
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
点
検
記
録
簿
に
つ
い
て

　

施
設
を
利
用
す
る
受
益
者
や
水

利
組
合
な
ど
で
維
持
管
理
の
状
況

や
年
間
計
画
な
ど
を
日
常
か
ら
整

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
路
に
つ
い
て
は
、
利
用
前
の

共
同
役
務
の
実
施
記
録
、
取
水
期

の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
記
録
な
ど
。

　

農
道
に
つ
い
て
は
、
共
同
役
務

の
実
施
記
録
、
定
期
補
修
、
砂
利

な
ど
の
投
入
記
録
な
ど
。

■
維
持
管
理
作
業
写
真
に
つ
い
て

　

上
記
の
点
検
や
補
修
を
行
っ
た

際
の
記
録
と
し
て
必
要
で
す
。

※
維
持
管
理
・
点
検
記
録
簿
の
様

式
は
、
任
意
の
様
式
で
構
い
ま
せ

ん
。
参
考
様
式
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
課
に
備
え
て
い
ま
す
。



7　広報なかたね 2026.6 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
に

よ
る
長
雨
・
大
雨
が
予
想
さ
れ
、
土
砂
災
害

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
雨
や
台
風
、

地
震
な
ど
に
よ
る
土
石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
、
多
く
の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
ま
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
自
分
「
た
ち
」
の
生
命
を

守
る
た
め
、
事
前
に
避
難
場
所
を
確
認
し
、

日
ご
ろ
か
ら
土
砂
災
害
な
ど
の
前
兆
に
注
意

し
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
雨
が
降
り
だ
し
た
ら
、
雨
の
降
り
方
と
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
防
災
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
県
内
の

土
砂
災
害
危
険
箇
所
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

（
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
移
動
し
ま
す
）

みんなで防ごう土砂災害（６月１日～ 30 日は土砂災害防止月間）
◎お問い合わせ先　建設課管理係☎㉗ 1111 内線 245

●土砂災害は突然発生しますが、前兆現象を

知っておきましょう。

※例：地すべりなど　➡　湧き水量の増加など

　　：土石流　　　➡　流水の異常な濁りなど

●危険箇所を知っておきましょう。

●警戒レベル４で全員避難が必要です。

●避難場所を知っておきましょう。

●逃げ方を知っておきましょう。

令和８年度から「子ども・子育て支援金制度」が始まりました
◎お問い合わせ先　税務課町民税係☎㉗ 1111 内線 230・203

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
」
は
、
全
て
の
世
代
や
企
業

の
皆
さ
ま
か
ら
支
援
金
を
拠
出

い
た
だ
き
、
子
育
て
施
策
の
拡

充
に
充
て
る
も
の
で
、
こ
ど
も

や
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で

支
え
る
制
度
で
す
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
医
療
保

険
の
保
険
者
が
、
被
保
険
者
か

ら
医
療
保
険
税
と
併
せ
て
支
援

金
を
徴
収
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
と
し
て
国
に
納

付
し
ま
す
。

　

支
援
金
は
、
令
和
８
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
か
ら
賦
課
徴

収
さ
れ
、
少
子
化
対
策
を
促
進

す
る
た
め
に
、
児
童
手
当
の
拡

充
・
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
・

育
児
時
短
就
業
給
付
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
こ

ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

中種子町ＨＰ

子ども家庭庁

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　

厚
生
労
働
省
で
は
、毎
年
６
月
を
「
男

女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
と
定
め
、
職

場
に
お
い
て
男
女
が
と
も
に
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
へ
の
社
会
一
般
の

認
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

              

（
６
月
１
日
～
７
日
）

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
は
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

検
査
普
及
週
間
は
、
国
や
都
道
府
県

な
ど
が
、
利
便
性
の
高
い
場
所
や
時
間

帯
に
配
慮
し
た
検
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
利
用
の
機
会
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
広
く
国
民
に
対
し
て
、
検
査
・
相

談
体
制
に
係
る
情
報
提
供
を
含
む
普
及

啓
発
を
行
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
普
及
・

浸
透
を
図
る
機
会
と
す
る
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日
（
６
月
１
日
）

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年
６
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が

国
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
に
応
じ
る
存
在

と
し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
人
権
尊

重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

人権ってなんだろう 第 54 回「６月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

中種子町
ホームページ
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【必ずお読みください】
●健（検）診がスムーズにいくよう、問診票や質問票などは事前に記入してから健診会場へお越しくだ

さい。

●受診券や通知文に記載されている注意事項などご確認のうえ、受診くださいますようお願いします。

●発熱や咳などの風邪症状があり体調が優れない方は、受診をお控えください。

（体調不良などで集団健診の受診ができなかった方は、後日、特定健診・長寿健診のみ島内医療機関で受

診できますので、町民課までお問い合わせください。ただし、がん検診は含まれません。）

※感染予防に努め、可能な限りマスク着用のご協力をよろしくお願いします。

　令和８年度の集団健（検）診を下記のとおり実施します。疾病の早期発見・早期治療のため、年に１

回は健康診断を受診しましょう。※申し込みをされた方には５月下旬に受診券を配布予定です。

【健（検）診期間】６月 17 日（水）～６月 24 日（水）　【場所】中種子町保健センター

【受付時間】午前７時 30 分～午前９時 30 分　（集落ごとに受付時間を設定します。）

【集団健診の種類・料金】 

健康診断・がん検診等の種類 対象者 基本料金 自己負担額

健
康
診
査

特定健診＋

塩分摂取検査
40 ～ 74 歳

6,740 円

国保加入者は無料

（社会保険等加入者は実費負担）※１
長寿健診＋

塩分摂取検査
75 歳以上 無料

が

ん

検

診

な

ど

胃がん検診 40 歳～ 5,280 円 無料

肺がん検診 40 歳～
1,650 円～
1,969 円

無料

大腸がん検診 40 歳～ 1,730 円 無料

前立腺がん検診（男性） 40 歳～ 1,900 円 1,900 円

腹部超音波検査 20 歳～ 3,740 円 2,000 円

肝炎

ウイルス

検査

※２

Ｂ型肝炎 40 歳～ 400 円
節目（40 歳のみ）無料

節目以外 400 円

Ｃ型肝炎 40 歳～ 1,800 円
節目（40 歳のみ）無料

節目以外 1,800 円

骨粗しょう症検診 40 歳～ 900 円
女性節目　無料※３

節目以外 600 円

※１　加入保険によっては補助が出る場合があります。

※２　肝炎ウイルス検査は基本的に一度検査されている方は受診の必要性はありません。

※３　骨粗しょう症の節目対象者は、40・45・50・55・60・65・70 歳の女性です。

令和８年度集団健診（特定・長寿・若年・がん検診など）について
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 297
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【集団健診の日程表】
　健（検）診がスムーズに実施できるように、受付時間を集落ごとに区切って案内をしています。

　指定された日時に受診できない場合は、健（検）診期間中の都合のよい日に受診をお願いします。

　後日発送予定の「受診券」に記載されている健（検）診日・受付時間をご確認ください。　

　※各集落の受付時間については変更となる場合があります。

　なお、集団健（検）診の申し込みをされていない方も受診できます。
　

日付 曜日 受付時間 集落名

６月 17日 水

7:30 ～

8:00
牧川・上之城

8:00 ～

8:30
浜津脇①

8:30 ～

9:00
浜津脇②・坂元・竹之川
広野・砂中・深久保

9:00 ～

9:30
宝来・平鍋

６月 18日 木

7:30 ～

8:00
原之里・春田

8:00 ～

8:30
二十番・池之平
秋佐野・向井町

8:30 ～

9:00
中之町・郡原

9:00 ～

9:30
古房・池之向

６月 19日 金

7:30 ～

8:00
中山・栄町・松原

8:00 ～

8:30
大平・町山崎

8:30 ～

9:00
竹屋野

9:00 ～

9:30
あかつき学園
グループホーム

６月 20日 土

7:30 ～

8:00
伏之前①

8:00 ～

8:30
伏之前②

8:30 ～

9:00
伏之前③

9:00 ～

9:30
大牟礼・高峯
伊原・下田

　

日付 曜日 受付時間 集落名

６月 21 日 日

7:30 ～

8:00
横町①

8:00 ～

8:30
横町②

8:30 ～

9:00
上方①

9:00 ～

9:30
上方②

６月 22 日 月

7:30 ～

8:00
旭町①

8:00 ～

8:30
旭町②

8:30 ～

9:00
畠田①

9:00 ～

9:30
畠田②・広ヶ野
東之町・女洲

６月 23 日 火

7:30 ～

8:00
満足山・阿保

8:00 ～

8:30
向町・美座・西之町

8:30 ～

9:00
西之山・東目
長谷・本村

9:00 ～

9:30
田島・輪之尾

６月 24 日 水

7:30 ～

8:00
中田・原尾

8:00 ～

8:30
塩屋

8:30 ～

9:00
新町・熊野

9:00 ～

9:30
阿高磯・屋久津
梶潟・衣之平

町ＨＰ

イベント
カレンダー

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル

Instagram
農林水産課
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各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　
　

　食生活改善推進員コーナー 　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
促
進
し
、
ま
た
、

友
達
や
親
子
で
一
緒
に
楽

し
く
料
理
に
携
わ
る
こ
と

で
「
食
育
」
を
学
ん
で
い

け
る
よ
う
、
「
お
や
こ
食

育
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
、
各
学
校
・
園
を

対
象
に
開
催
し
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
食
育
の
話

や
、
食
生
活
改
善
推
進
員

が
一
緒
に
調
理
に
携
わ

り
、
歯
磨
き
の
大
切
さ
や

お
や
つ
の
食
べ
方
・
与
え

方
に
つ
い
て
の
話
を
行
い

ま
す
。

　

教
室
の
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
・
園
を

通
し
て
保
護
者
の
方
へ

案
内
が
届
き
ま
す
。
普
段

忙
し
く
、
な
か
な
か
料
理

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
親
子
の
方
、
料
理
に
興

味
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
な

ど
、
ど
ん
な
方
で
も
大
歓

迎
で
す
！
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

６月は「食育月間」，毎月１９日は「食育の日」
毎月第３土曜日は「かごしま活き生き食の日」です！

　納官小学校 料理教室の様子 　油久小学校 砂糖のお話

消防車の公売について
◎お問い合わせ先　総務課消防交通係☎㉗ 1111 内線 222

　

町
で
は
、
左
記
物
件
に
つ
い
て
公
売

を
行
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
入

札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
町
内
に
居

住
ま
た
は
事
務
所
を
有
し
、
町
税
、
国

民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
無
い
個
人
ま

た
は
法
人
・
団
体
と
し
、
入
札
日
に
納

税
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

物
件
名　

消
防
自
動
車

※
本
公
売
は
、
中
種
子
町
会
計
規
則
第
78

条
の
規
定
に
よ
り
公
売
す
る
も
の
で
す
。

※
右
記
車
両
は
、
一
時
抹
消
登
録
し
て

あ
り
ま
す
（
落
札
さ
れ
た
方
は
牽
引
な

ど
で
移
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
落
札
後
の
移
動
費
・
修
繕
費
な

ど
一
切
の
経
費
に
つ
い
て
は
町
で
は
負

担
し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
）。

※
当
該
物
件
に
つ
い
て
は
、
最
低
売
却

価
格
４
万
円
（
税
抜
）
以
上
の
価
格
で

最
高
額
の
入
札
を
し
た
者
を
落
札
者
と

す
る
。

※
落
札
者
に
お
い
て
は
「
中
種
子
町
消

防
団
」
な
ど
の
文
字
入
れ
を
消
去
し
、

車
両
正
面
の
消
防
団
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・

分
団
の
表
示
板
・
拡
声
器
付
赤
色
回
転

灯
を
必
ず
撤
去
す
る
こ
と
。

物
件
展
示
期
間

　

日　

時
：
６
月
１
日
（
月
）
～

          

６
月
５
日
（
金
）

　

        

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

場　

所
：
中
田
公
民
館

入
札
日
時
お
よ
び
場
所

　

日　

時
：
６
月
12
日
（
金
）　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　

場　

所　

中
種
子
町
中
央
公
民
館

          

小
会
議
室

代
金
の
納
入
方
法

　

代
金
（
入
札
書
の
記
載
金
額
に
消
費

税
10
％
を
加
算
し
た
金
額
）
の
納
入
は
、

納
付
書
を
も
っ
て
納
入
す
る
こ
と
。

受
け
渡
し
方
法

　

落
札
物
件
は
、
納
入
確
認
後
、
鍵
、

一
時
抹
消
通
知
書
と
一
緒
に
渡
す
こ
と

と
す
る
。

そ
の
他

　

右
記
以
外
に
つ
い
て
は
、
中
種
子
町

条
例
お
よ
び
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

初度検査年月 平成 19 年 12 月

用 途 特種

車 体 の 形 状 消防車

型 式 ＬＥーＴＴ２

乗 車 定 員 ２人

総 排 気 量 0.65 Ｌ

燃 料 の 種 類 ガソリン
一 時 抹 消

登 録 日
令和８年１月 21 日

備 考 走行距離 6,230 ㎞
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なかたね消防だより
◎お問い合わせ先

中種子分遣所

☎㉗ 0119　☎㉗ 1039

第 48回鹿児島県消防救助技術指導会に出場
　

熊
毛
地
区
消
防
組
合

で
行
わ
れ
た
予
選
会
を

勝
ち
抜
き
、
令
和
８
年

５
月
22
日
に
、
鹿
児
島

県
消
防
学
校
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
第
48
回
鹿

児
島
県
消
防
救
助
技
術

指
導
会
の
ほ
ふ
く
救
出

部
門
に
熊
毛
地
区
消
防

組
合
代
表
と
し
て
、
中

種
子
分
遣
所
か
ら
鎌
田

陽
馬
（
竹
屋
野
）・
内
村

幸
希
（
伏
之
前
）・
桑
﨑

太
志
（
旭
町
）
の
３
名

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
里
親

支
援
セ
ン
タ
ー
「
も
ぜ

も
ぜ
」
で
す
。
私
た
ち
は

鹿
児
島
県
の
認
可
を
受
け

て
、
里
親
子
さ
ん
の
支
援

や
「
里
親
制
度
」
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
「
里
親
制
度
」
…

ど
こ
か
で
耳
に
さ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
親
と

離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
が
、
日
本
に
は
約
４
万

２
千
人
い
ま
す
。
そ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
を
、
一
時

的
ま
た
は
継
続
的
に
自
分

の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛

情
を
も
っ
て
育
て
く
だ
さ

る
方
を
『
里
親
』
と
言
い

ま
す
。
現
在
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
『
里
親
』
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
下
記
の
日
程

で
「
里
親
制
度
」
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。「
い
つ
か
を
い
ま
に
。

い
ま
、
里
親
に
な
ろ
う
！
」

ま
ず
は
『
里
親
』
の
こ
と

に
つ
い
て
知
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
説
明
会

～
『
里
親
』
っ
て
な
ぁ
に
～

○
日
時　

　

６
月
28
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

○
場
所　

　

中
種
子
町
中
央
公
民
館

　

小
会
議
室

○
内
容　

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介
、

概
要
説
明
、個
別
相
談
（
希

望
者
の
み
）

※
「
話
し
だ
け
で
も
聞
い

て
み
た
い
」「
少
し
気
に
な

る
」
そ
ん
な
方
も
大
歓
迎

で
す
。
事
前
申
込
み
は
不

要
で
す
の
で
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「里親制度説明会　～『里親』ってなぁに～」のお知らせ
◎お問い合わせ先　社会福祉法人明激会　里親支援センター「もぜもぜ」☎ 0993-76-8800

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

介護用品支給事業について
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

重
度
の
在
宅
高
齢
者
等
お
よ
び
介
護

を
し
て
い
る
家
族
に
対
し
て
身
体

的
、
精
神
的
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
要
介
護
高
齢
者

な
ど
の
在
宅
生
活
の
継
続
、
向
上
を

図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護

用
品
支
給
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

★
支
給
対
象
者

◯
要
介
護
３
・
４
・
５
に
該
当
す
る

　

在
宅
の
高
齢
者
な
ど
お
よ
び
介
護

　

を
し
て
い
る
家
族
。

◯
要
介
護
者
が
本
町
に
住
所
を
有

　

し
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る

　

こ
と
。

◯
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
こ
と
。

→
（
施
設
入
所
、
入
院
中
は
対
象
外
）

　

支
給
す
る
介
護
用
品
の
総
額
は
、

年
額
６
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。



　生涯学習だより　　生涯学習だより　
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「
健
康
増
進
」
標
語
・
川
柳
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

■
テ
ー
マ

　

体
験
に
基
づ
い
た
健
康
に
関
す
る

　

こ
と

■
応
募
資
格

　

県
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

　

一
般
の
方

◯
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

　

➡
標
語　

所
定
の
Ａ
４
様
式

　
　
（
１
人
１
作
品
）

◯
一
般
の
方

　

➡
川
柳　

所
定
の
Ａ
４
様
式
も
し

　

く
は
必
要
事
項
を
明
記
し
た
も
の

　
（
１
人
１
作
品
）

※
必
要
事
項
（
作
品
・
住
所
・
電
話

番
号
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
）

■
申
込
締
切

　

７
月
31
日
（
金
）
必
着

※
作
品
に
は
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
児
童
お
よ
び
生
徒
は
学
校
名
・

学
年
、
一
般
の
方
は
連
絡
先
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
７
番
４
号

　

鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

　

保
険
者
支
援
課
保
険
者
支
援
係

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
０
３
４

令和８年度歯周病検診のお知らせ
　

現
在
、
40
歳
以
上
の
８
割
の

人
が
歯
周
病
と
言
わ
れ
、
最
近

で
は
20
代
の
若
い
世
代
に
も
歯

周
病
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
の
で
、

知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
病

気
で
す
。

　

中
種
子
町
で
は
、
今
年
度
（
令

和
８
年
４
月
～
令
和
９
年
３
月

の
間
に
）
20
歳
・
30
歳
・
40
歳
・

50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方

を
対
象
に
節
目
歯
周
病
検
診
を

無
料
で
行
い
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
通

知
を
送
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
実
施
日

　

６
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

※
集
団
健
診
期
間
中
の
２
日
間

■
実
施
時
間

　

８
時
30
分
～
10
時
20
分

※
受
付
時
間
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
（
７
時
30
分
～
９
時
30
分
）

で
す
。

■
場
所　

　

中
種
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

歯
科
診
察
室
（
診
察
室
２
）

■
そ
の
他

◯
集
団
健
診
と
併
用
で
受
診
さ

れ
た
い
方
は
、
集
落
割
り
当
て

の
日
時
に
関
わ
ら
ず
、
上
記
の

日
程
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◯
１
日
あ
た
り
の
定
員
は
約
20

人
で
す
（
実
施
２
日
間
で
約
40

人
）。
人
数
が
多
か
っ
た
場
合
、

ご
案
内
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◯
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

送
付
し
た
チ
ラ
シ
の
裏
面
が
ア

ン
ケ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

の
欄
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し

て
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

「ハンセン病問題を正しく理解する週間」に関するお知らせ
　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決

の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
県
で
は
「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る

週
間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
誤
っ
た

隔
離
政
策
に
よ
っ
て
強
制
的
に
隔
離

さ
れ
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族

も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
多
く
の
方
々

の
か
け
が
え
の
な
い
人
生
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
病
気
が
治
っ
て
も
家
族
の

元
へ
帰
れ
ず
、
社
会
復
帰
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
、
今
も
な
お
多
く
の
方
々

が
、
療
養
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
間
、
偏
見
や

差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病

で
あ
っ
た
方
々
や
家
族
が
、
平
穏
に

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
ま
た
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解

　

す
る
週
間

　

６
月
21
日
（
日
）
～
６
月
27
日
（
土
）
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　生涯学習だより　　生涯学習だより　

雑
草
も
色
と
り
ど
り
の
小
花
咲
く
う
ぐ
い
す
の
鳴
く

膝
つ
き
眺
む　
　
　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

ず
り
落
ち
る
マ
ス
ク
時
々
あ
げ
な
が
ら
若
者
語
る
不

安
な
未
来
を　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

う
ら
ら
か
な
洗
濯
日
和
に
初
鳴
き
の
幼
な
う
ぐ
い
す

自
信
な
さ
げ
に　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

「
降
り
る
方
ま
だ
い
ま
す
」
の
声
届
き
て
白
杖
の
人
無
事

に
降
車
す　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島　

岩
坪　

早
春

初
場
所
に
島
津
海
出
て
勝
利
を
と
地
元
の
島
に
幟
は

た
め
く　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

足
も
と
に
小
さ
き
ス
ミ
レ
ひ
っ
そ
り
と
荒
地
の
中
に

春
を
見
せ
お
り　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

つ
ん
つ
ん
と
葉
陰
に
除
く
君
子
蘭
忘
れ
ず
引
き
し
赤

き
口
紅　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

何
者
か
に
食
べ
ら
れ
中
の
月
眺
め
テ
ー
ブ
ル
囲
み
食

を
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

雨
音
に
目
を
覚
ま
さ
れ
て
床
の
中
濡
れ
行
く
世
界
に

思
い
を
馳
せ
る　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

笑
顔
と
心
の
広
い
母
だ
っ
た
よ
な
偉
大
な
母
を
偲
ぶ

こ
の
頃　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

気
が
つ
け
ば
喋
ら
ず
笑
わ
ず
日
は
暮
れ
て
テ
レ
ビ
を

頼
り
の
夜
を
う
ろ
つ
く　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

満
開
の
河
津
桜
は
目
を
引
き
て
老
い
の
グ
ル
ー
プ
春

を
さ
き
ど
り　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

パ
ン
ジ
ー
の
花
が
ら
摘
み
て
水
皿
に
紫
黄
色
を
お
茶

の
友
と
す　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

老
い
兄
に
ま
だ
田
打
す
る
誇
り
あ
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

春
嵐
凪
い
で
去
り
行
く
教
師
か
な　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

鉄
砲
の
伝
は
る
島
や
山
笑
ふ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

湾
内
に
別
れ
惜
し
み
て
泣
く
汽
笛　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

植
え
仕
舞
い
棚
田
の
隅
の
余
り
苗　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

三
冬
越
え
喜
び
そ
っ
と
亡
妻
に
告
ぐ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

早
苗
田
や
我
田
は
荒
れ
て
胸
痛
し　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

神
様
の
く
し
ゃ
み
の
よ
う
な
春
の
風　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

水
入
り
て
田
に
映
る
も
の
雲
と
山　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

Ａ
Ｉ
が
祝
辞
を
述
べ
る
入
社
式　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

高
峯
競
馬
場
か
ら
町
営

飛
行
場
へ

　

４
月
号
で
は
高
峯
競
馬

場
と
馬
耕
大
会
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の

後
の
町
営
飛
行
場
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。
現
在

の
高
峯
、
福
祉
の
里
付
近

は
か
つ
て
競
馬
場
や
競
市

場
で
し
た
が
、
昭
和
30
年

前
後
に
飛
行
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
『
広
報
な
か
た
ね
』
昭
和

29
年
10
月
１
日
号
に
は
、

南
日
本
航
空
機
の
発
着
場

が
11
月
完
成
予
定
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
11
月
10
日

号
で
は
、
野
間
小
・
中
学

校
の
校
庭
に
人
文
字
を
描

き
、
飛
行
機
来
航
を
歓
迎

す
る
様
子
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

　

鴨
池
空
港
を
飛
び
立
っ

た
「
こ
ま
ど
り
号
」
は
野

間
上
空
に
到
達
し
、
高
峯

競
馬
場
上
空
を
旋
回
、
機

上
か
ら
南
日
本
新
聞
や
ビ

ラ
を
投
下
。
そ
の
後
、
町

内
の
学
校
上
空
を
飛
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
事

を
覚
え
て
い
る
町
民
も
多

い
は
ず
で
す
。

　

完
成
後
は
遊
覧
飛
行
も

行
わ
れ
、
飛
行
機
へ
の
期

待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
野
間
松
原
へ
移
転

し
、
旧
種
子
島
空
港
へ
と

引
き
継
が
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
　

中
種
子
町

　
　

文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　

住
岡　

重
寛

資
料
館
だ
よ
り
（
５
５
５
号
）
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（
30
形
態
試

験
機
）
の
打
上
げ
に
つ
い
て

　

ロ
ケ
ッ
ト
性
能
確
認
用
ペ
イ
ロ
ー

ド
（
Ｖ
Ｅ
Ｐ
―
５
）
を
搭
載
し
た
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（
30
形
態
試
験

機
）
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大

型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
次
の
と
お

り
打
上
げ
予
定
で
す
（
時
刻
は
日
本

標
準
時
）。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　

６
月
10
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
53
分
59
秒
～

　
　
　
　

午
前
11
時
52
分
46
秒

●
打
上
げ
予
備
期
間

　

６
月
11
日
（
木
）
～
６
月
30
日
（
火
）

　

６
号
機
で
は
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
30
形

態
の
飛
行
実
証
を
行
う
と
と
も
に
、

小
型
副
衛
星
６
基
に
対
し
て
軌
道
投

入
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

 

今
回
の
打
上
げ
に
際
し
て
は
、
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失
敗

を
踏
ま
え
、
打
上
げ
ま
で
に
衛
星
搭

載
ア
ダ
プ
タ
（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
）
の
健
全
性

を
含
め
た
機
体
の
最
終
的
な
評
価
・

点
検
を
行
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、

原
因
究
明
の
評
価
を
裏
付
け
、
今
後

の
後
続
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
確
実
性
を
増

す
た
め
の
飛
行
デ
ー
タ
を
追
加
取
得

し
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失

敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

　

対
応
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

宇
宙
ヶ
丘
局
一
般
公
開

　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

　

宇
宙
ヶ
丘
に
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
追
尾

局
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
宇
宙
ヶ
丘
局
）

で
は
、
６
月
28
日
（
日
）
に
一
般
公

開
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

宇
宙
ヶ
丘
局
は
、Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
50
号
機
の
打
上
げ
を
も
っ
て
運
用

を
終
了
し
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

打
上
げ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
を
込
め
、
施
設
撤
去

前
に
局
内
を
ご
見
学
い
た
だ
け
る
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

　

詳
細
は
決
定
次
第
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
宇

宙
ヶ
丘
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

※
打
上
げ
・
試
験
作
業
な
ど
に
よ
り
、

日
程
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

（
記
事
の
内
容
は
４
月
30
日
現
在
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

自立支援協議会だより ◎お問い合わせ先
種子島地区基幹相談支援センター☎㉘ 3633

　

就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
も
の
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か
？
就
労
移
行
支
援
と
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
に
定
め
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

一
般
企
業
な
ど
へ
の
就
労
を
希

望
さ
れ
る
方
に
、
一
定
期
間
就

労
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
能
力

の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練

を
行
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
人
が
就
労
移
行

を
利
用
で
き
る
の
か
？

◯
精
神
障
害
、
発
達
障
害
、
知

　

的
障
害
、
身
体
障
害
、
難
病

　

の
あ
る
方

◯
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

◯
一
般
企
業
へ
の
就
職
を
希
望

　

す
る
方

●
ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
の
か
？

　

ま
ず
、
地
域
に
あ
る
就
労
移

行
支
援
事
業
所
を
訪
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。
支
援
を
受
け
ら
れ
る

期
間
は
原
則
２
年
間
に
な
り
ま

す
。
生
活
習
慣
を
整
え
て
、
働

く
体
力
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。

作
業
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就

労
移
行
支
援
事
業
所
で
異
な
り

ま
す
。
働
く
こ
と
で
自
信
を
つ

け
て
い
た
だ
き
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。

多
機
能
型
事
業
所
レ
イ
ン
ボ
ー

赤
尾
木　

　

レ
イ
ン
ボ
ー
赤
尾
木
は
、
社

会
福
祉
法
人
豊
山
会
に
属
す
通

所
施
設
に
な
り
、
平
成
13
年
に

開
園
し
ま
し
た
。
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
サ
ー
ビ
ス
と
就
労
移
行

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き

ま
す
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、　

就
職
１
人
、
施
設
外
実

習
１
人
、
就
労
移
行
支
援
利
用

５
人
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
14

人
、
合
計
21
人
に
な
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
①
電
照

菊
の
栽
培
②
木
炭
の
製
造
③
農

作
物
の
生
産
④
運
動
会
な
ど
地

域
の
行
事
へ
参
加
、
法
人
企
画

の
行
事
へ
の
参
加
、
旅
行
（
２

年
に
１
回
）。

　

我
々
レ
イ
ン
ボ
ー
赤
尾
木
は

「
寄
り
添
う
こ
と
」「
感
謝
を
伝

え
る
こ
と
」
の
考
え
を
大
切
に

し
て
お
り
、
利
用
者
さ
ん
と
一

緒
に
和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

島
内
に
は
就
労
系
事
業
所
が

他
９
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
自
立
支
援
協

議
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
責
：
レ
イ
ン
ボ
ー
赤
尾
木

　
　
　

副
園
長　

遠
藤　

裕
昭

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

西
之
表
市
現
和
８
４
５
５-

５

☎
㉔
０
８
８
８

就労移行支援とは
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慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、
腎
臓

の
働
き
が
少
し
ず
つ
低
下
し
て
い
く
病

気
で
す
。

　

日
本
で
は
成
人
の
約
８
人
に
１
人
が

該
当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
期

は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
気
づ

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
透
析
治

療
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

早
め
の
気
付
き
と
予
防
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
心
臓
や
血
管
の
病
気
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。

　

予
防
に
は
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
塩
分
を
控
え

た
食
事
や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
、

適
度
な
運
動
、
禁
煙
、
体
調
管
理
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
の

あ
る
方
は
、
き
ち
ん
と
治
療
を
続
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
て
、
ご
自

身
の
身
体
の
状
態
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防しましょう

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

14 時～ 17 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科 午前と同様

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず電話でのお問い合わせをお願いします。

※当番医７日（日）。休日は当番医の受診をお願いします。

【徳洲会グループの応援体制について】

◯徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。

■公立種子島病院の診療情報　

受付時間　　午前：８時～ 11 時、午後：８時 30 分～ 16 時
診療時間 診療科 月 火 水 木 金

9
９時～ 12 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科

眼科（鹿児島大学医師派遣）：１日・２日・15 日・16 日

耳鼻咽喉科（鹿児島大学医師派遣）：毎週木曜日　４日・11 日・18 日・25 日

消化器内科（福岡徳洲会医師）：12 日・26 日の金曜日※内視鏡検査予定
整形外科（鹿児島大学医師派遣）２日、16 日、30 日
火曜日　午前　外来診療
小児外科（鹿児島大学医師派遣）：５日（金）・19 日（金）
物忘れストレスケア外来（濵田医師）：15 日（月）
リウマチ科：４日（木）中島医師、18 日（木）市來医師

午前の部

午後の部

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
８
年
度
の
労
働

保
険
年
度
更
新
の
期
間

は
、
６
月
１
日
（
月
）

か
ら
７
月
10
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　

鹿
児
島
県
労
働
局
よ

り
送
付
さ
れ
ま
す
申
告

書
お
よ
び
納
付
書
に
よ

り
、
期
間
内
の
申
告
・

納
付
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
か
ら

雇
用
保
険
料
率
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。「
雇
用

保
険
料
率　

変
更
」
で

ネ
ッ
ト
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
の
電
子

申
請
も
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局　

　
　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９

　
（
２
２
３
）
８
２
７
６

公立病院だより 　公立種子島病院☎㉖ 1230　透析室　知念　幸代

　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡
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戸 籍 の 窓
令和８年４月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
女の子 名前 両親 集落

鎌田　梨
り ま

舞 貴大・綾乃 竹屋野

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

  黒木　民子 本　村 88 歳

  國上　茂 向　町 77 歳

  鎌田　博司 竹屋野 72 歳

  佐々木　リン子 つまべに苑 91 歳

  宮園　寛子 向　町 97 歳

  原田　勝利 松　原 79 歳

  岩﨑　国広 二十番 65 歳

　鎌田　澄子 旭　町 79 歳

　潮　ミヱ 熊　野 93 歳

　小山田　タミ 畠　田 89 歳

　日髙　チヱ子 西之町 86 歳

　大山　眞智子 伏之前 72 歳

  指宿　一九三五 旭　町 90 歳

　西田　茂春 向　町 76 歳

　野邊　盛幸 古　房 65 歳

  牧瀬　道也 熊　野 88 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 6,969 人 (+47) 出生 ４人

男　性 3,388 人 (+20) 死亡 20 人

女　性 3,581 人 (+27) 転入 101 人

世帯数 4,026 戸 (+17) 転出 37 人

※（　）は前月との比較（４月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　４月中

火　事 １件 うち建物 0件

救　急 21 件 うち急病 15 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 (± 0) 0 件 ( ± 0)

死 者 数 0件 (± 0) 0 件 ( ± 0)   

負傷者数 0件 (± 0) 0 件 ( ± 0)

※令和８年４月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

黒木　孝幸　(本　村 )　鎌田　友子　(竹屋野 )
國上美津子　(向　町 )　原田　玲子　(松　原 )
宮園　純市　(向　町 )　西田　照子　（向　町）
潮　　昭久　(熊　野 )

　

令
和
８
年
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
令
和
８

年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

■
実
施
内
容

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
国
よ
り
調
査

票
（
緑
色
の
封
筒
）
が
郵
送
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
規
の
事
業
所
・
企
業
に
は
、
５
月
中

旬
頃
に
調
査
員
が
調
査
の
依
頼
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
と
は
、
全

国
の
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
、

全
産
業
分
野
の
売
上
（
収
入
）
金
額
や
費

用
な
ど
、
我
が
国
に
お
け
る
事
業
所
・
企

業
の
経
営
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
５
年
に
１
度
実
施
さ
れ

ま
す
。　

種
子
島
こ
り
ー
な
「
丘
の
会
」
会
員
募
集
！

　

年
会
費
１
，
０
０
０
円　

　

会
員
カ
ー
ド
発
行
（
１
年
更
新
）

こ
り
ー
な
自
主
文
化
事
業
で
一
定
の
割
引

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
会
員
カ
ー
ド
を
提

示
）

　

詳
し
く
は
種
子
島
こ
り
ー
な
（
☎
㉗

３
７
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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お知らせ版（６月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 27-3222）

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

休 日
当番医

日 曜
給 油

おひさま相談室　事前予約が必要なので、地域福祉課福祉係（☎ 27-1111 内線 261）までお問い合わせください。
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１１ ２２ ３ ４

● に じ い ろ ク
ラ ス ( こ 家 セ 
13:30 ～ 15:00)

５ ６６

７７
◆休日当番医③
●給油当番①

８８
●中央保育所   ●中央保育所   
園庭開放日　園庭開放日　

（10:30 ～ 12:00）（10:30 ～ 12:00）

９９
●幼児学級１歳
～ ３ 歳（ 福 セ
10:00 ～ 11:30）
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）

1010
●地区中体連総
合体育大会
●中種子町議会

（～ 18 日）
●高齢者学級　
どんぐり

1111
●にじいろ健診
３ 歳 児（ 保 セ
13:00 ～ 16:00）

1212
●赤ちゃん教室
１歳未満（福セ
10:00 ～ 11:30）
●母子手帳交付
（こ家セ 13:30
～ 15:00)

1313

1414
◆休日当番医①
●給油当番②
●りんくの　　
おおひろば
（ 中 公 大 9:00
～ 12:00)

1515 1616
●幼児学級１歳
～ ３ 歳（ 福 セ
10:00 ～ 11:30）

1717 1818
●赤ちゃん教室
１歳未満（福セ
10:00 ～ 11:30）

1919
●種子島こりー
な自主文化事業

2020
●中央公民館図
書室おはなし会  
（中公和 10:30～）

●第 67 回県民
スポーツ大会熊
毛地区大会（ゴ
ルフ）

2121
◆休日当番医④
●給油当番①
●第 67 回県民
スポーツ大会熊
毛地区大会　
（１日目）

22
●中央保育所   ●中央保育所   
園庭開放日　園庭開放日　

（10:30 ～ 12:00）（10:30 ～ 12:00）

2323
●幼児学級１歳
～ ３ 歳（ 福 セ
10:00 ～ 11:30）
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）

2424
● にじいろメ
ン テ ( こ 家 セ 
13:30 ～ 16:00)
●おひさま相談
室（中公２ 9:00
～ 17:00）

2525
●赤ちゃん教室
１歳未満（福セ
10:00 ～ 11:30）

2626
●母子手帳交付
（こ家セ 13:30
～ 15:00)
●にじいろ健診
１歳半児、乳児
（ 保 セ 9:00 ～
12:00）

2727
●りんくの
おおひろば
（ 中 公 大 9:00
～ 12:00)
●チャレンジ
キッズ

2828
◆休日当番医①
●給油当番②
●第 67 回県民
スポーツ大会熊
毛地区大会　
（２日目）

2929 3030
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■
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■
発
行
／
鹿
児
島
県
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種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係

島の四季彩　ヒメイワダレソウ（クマツヅラ科）

【漢字表記】姫岩垂れ草
【原産地】ペルー
【栽培適地】日当たりよく、排水良好な場所
【繁殖法】株分け、挿し芽
　高さ３～ 20cm になり、茎が匍匐してマット状に広
がる常緑の多年草です。葉は対生し、へら状で厚く、
上部に粗い鋸歯があります。花期は春～初秋で、茎頂
付近の葉腋からやや長い花柄を出し、先端に円柱状で
密な花序をつけます。花は小さく、淡桃色で中心部は

黄色いです。西南暖地で、圃場や道路の法面の保護の
ため、地被植物として利用されていることがあります。
バタフライガーデンの蜜源とした場合、ミカドアゲハ
やアオスジアゲハなどがよく飛来します。島内に、同
属の近縁種のイワダレソウが、日当たりの良い海岸に
自生しています。両種ともタテハチョウ科のタテハ
モドキ ( ４枚の翅の表には大きな目玉模様があり、裏
面は枯れ葉そっくりです ) の幼虫の食草になっていま
す。また、吸蜜のため、花にもよく訪れます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社
西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・日・祝日は休み
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 X（旧 Twitter）
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

離島航空割引カードの

更新手続きは
　　　　お済みですか？

【持参する物】【持参する物】
○身分証明書○身分証明書（運転免許証、保険証等）（運転免許証、保険証等）
○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）
※準住民については、別途要件があり※準住民については、別途要件があり
ます。詳細は町ホームページからご確ます。詳細は町ホームページからご確

認ください。認ください。
『有効期限』発行日から３年間『有効期限』発行日から３年間

※準住民（介護）は１年間※準住民（介護）は１年間

ホームページ掲載先➡
●お問い合わせ先
　中種子町役場☎ 0997-27-1111
◆更新手続き◆更新手続き
　町民課戸籍住民係（内線 237・214）
◆準住民（介護）◆準住民（介護）
　企画課企画調整係（内線 286・259）


